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亀襲

市
東
の
長
い
間
の
+
績
で
あ
り
ま
し
た
ま
ち
づ
く
り
計
濁
の
ひ
と
つ
、
平
塚
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ピ
ル

「
ラ
ス
カ
」
の
増
築
と
、
立
体
駐
車
場
の
建
設
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ラ
ス
カ
の
場
築

は
、
す
で
に
「
平
塚
霊
凶
器
調
翠
協
議
会
」
の
協
議
も
終
了
し
て
お
り
、
建
築
許
可
が
降
り
し
だ
い

工
事
を
着
工
す
る
予
定
で
す
。
「
八
月
下
旬
に
は
、
工
事
を
着
工
し
た
い
」
と
、
平
塚
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ビ
ル
で
は
諾
し
て
い
ま
す
。
立
体
駐
車
場
の
建
設
も
、
間
鉄
か
ら
運
輸
省
へ
申
請
中
で
、
運
輸
大
臣
の

認
可
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
来
年
三
月
末
の
オ
ー
ブ
ン
を
目
指
し
て
お
り
、
東

海
道
本
通
り
の
シ
ヨ
y
ピ
ン
グ
モ
!
ル
や
日
生
ピ
ル
の
建
設
と
あ
わ
せ
て
、
平
塚
市
の
玄
関
口
で
あ
る

駅
前
開
周
辺
は
、
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
ラ
ス
カ
の
増
築
と
立
体
駐
車

場
に
つ
い
て
総
介
し
ま
し
ょ
う
。

平
塚
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ピ
ル
「
ラ
基
謁
に
、
開
明
る
く
へ
ん
シ
ー
な
ジ
設
遺
し
て
、
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
に

ス
カ
」
は
、
関
鉄
平
塚
釈
を
含
む
ゾ
1
ト
感
覚
と
洗
練
さ
れ
た
都
市
マ
ッ
チ
し
た
演
出
を
行
い
、
憩
い

複
合
商
業
ピ
ル
と
し
て
、
昭
和
問
感
覚
を
あ
わ
せ
も
っ
、
さ
わ
や
か
の
場
所
、
う
る
お
い
の
場
所
に
ふ

イ
八
年
に
営
業
を
回
開
始
し
て
以
な
ス
ペ
ー
ス
が
造
ら
れ
ま
す
。
そ
さ
わ
し
い
、
雰
回
気
づ
く
り
を
す

来
、
す
で
に
十
一
一
一
年
を
経
過
し
て
し
て
、
「
グ
レ
ー
ド
感
を
持
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い

ま

す

。

な

が

ら

、

市

民

の

み

な

さ

ん

に

喜

増

築

の

外

に

、

全

館

改

装

を

す

こ
の
問
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
は
ん
で
い
た
だ
け
る
、
や
す
ら
ぎ
と
る
た
め
、
来
年
一
月
末
か
ら
三
月

多
様
化
し
て
、
個
性
化
の
方
向
へ
く
つ
ろ
ぎ
の
場
と
な
る
よ
う
に
し
中
旬
ま
で
全
館
休
業
し
、
全
函
に

と
進
ん
で
い
ま
す
。
倒
値
観
も
物
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
、
平
わ
た
る
模
様
替
え
と
、
活
舗
の
大

質
的
満
足
か
ら
、
心
の
豊
か
さ
を
塚
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ピ
ル
で
は
話
し
改
装
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
四
階

求
め
る
傾
向
に
変
化
を
し
て
き
で
て
い
ま
す
。
の
食
堂
街
を
五
階
に
あ
げ
る
な

い
ま
す
。
ま
た
、
商
業
環
境
は
、
六
階
部
分
に
は
、
市
民
の
み
な
ど
、
貰
い
物
客
の
回
遊
性
を
考
え

小
田
急
沿
線
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
多
汚
た
底
舗
の
配
震
替
え
も
あ
わ
せ
て

ン
タ
1
の
津
市
山
や
茅
ヶ
崎
ル
ミ
ネ
的
ホ
ー
ル
(
い
す
席
約
一
一
一
百
五
十
行
わ
れ
ま
す
。

の
間
開
業
、
横
浜
市
の
再
開
発
計
画
人
収
容
)
を
設
け
る
ほ
か
、
文
化
い
ず
れ
に
し
て
も
「
市
良
の
み

な
ど
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
や
教
養
の
た
め
の
カ
ル
チ
ャ
ー
教
な
さ
ん
に
喜
ぼ
れ
る
も
の
を
作
り

も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
家
な
ど
も
開
き
ま
す
。
ま
た
、
国
慌
た
い
」
と
、
平
塚
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

こ
の
よ
う
な
と
き
、
消
費
者
の
上
に
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
も
ピ
ル
で
は
話
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

1

・

z

j

l

j

に

は

、

楽

し

さ

と

快

適

性

を

提

供

九

苦

言

恐

酔

粧

品

購

暴

も
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q

す

る

こ

と

が

大

切

で

す

。

そ

し

。

て
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
自
動
車
の
普
笈
か
ら
、
駅
間
周
辺
車
驚
き
場
が
で
き
れ
ば
、
駅
北
臼

ン
商
品
の
充
実
、
高
級
化
志
向
に
の
駐
車
場
の
撃
備
は
、
不
可
欠
で
周
辺
の
政
重
自
転
車
は
、
大
鋸
に

即
応
し
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
す
。
現
在
、
ラ
ス
カ
の
駐
車
場
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
、
き
れ
い

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
今
は
、
否
六
十
九
台
の
臼
動
車
が
駐
な
街
づ
く
り
に
大
き
く
役
立
つ
こ

聞
の
増
築
と
館
内
の
全
街
改
装
が
車
で
き
ま
す
が
、
ラ
ス
カ
の
…
増
築
と
に
な
り
ま
す
。
立
体
駐
車
場

計
題
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
に
あ
わ
せ
て
立
体
化
に
し
、
四
百
は
、
半
地
下
一
階
、
地
上
旬
階
建

台
収
容
で
き
る
立
体
駐
車
場
を
建
て
の
自
足
式
で
、
約
百
台
の
自
動

来
年
3
月
記
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
車
と
半
地
下
に
九
百
台
の
自
筆

オ

ー

ブ

ン

を

こ

の

立

体

駐

車

場

の

中

に

は

、

提

言

宗

草

さ

れ

ま

す

。

延

べ

市
が
閣
官
望
帯
し
て
い
た
自
転
車
置
き
面
積
は
、
八
千
九
百
十
三
平
方
沢

一
ブ
ス
カ
の
増
築
は
、
地
F
一
階
場
(
有
料
)
ち
九
百
台
丹
設
置
さ
で
す
。

地
上
四
時
間
の
建
て
物
に
‘
五
階
と
れ
ま
す
。
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
工
事

一
部
六
階
を
棄
せ
る
も
の
で
す
。
現
在
、
平
塚
駅
の
北
側
に
は
、
は
、
選
輸
穴
毘
の
認
可
が
降
り
し

増
築
延
べ
頭
積
は
四
千
三
百
三
十
通
勤
や
通
学
者
の
自
転
車
と
、
翼
だ
い
、
ラ
ス
カ
の
増
築
と
あ
わ
せ

九
平
方
げ
で
、
合
計
二
万
五
千
二
い
物
客
の
自
転
車
が
約
一
千
八
百
て
一
建
設
し
、
来
年
一
一
一
月
末
に
は
完

百
一
平
九
平
方
が
に
な
り
ま
す
。
台
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ラ
ス
力
成
す
る
予
定
で
す
。
も
う
し
ば
ら

ト
ー
タ
ル
イ
メ
ー
ジ
は
、
白
を
の
立
体
駐
車
場
に
九
百
台
の
自
転
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。



当
日
は
、
午
後
一
日
時
に
見
附
台

体
育
館
前
で
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行

い
、
そ
の
後
、
市
内
各
地
へ
交
通

安
全
を
呼
び
掛
け
に
出
る
。

円

高

策

の

利

子

補

給

を
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夏
は
、
解
放
感
や
レ
ジ
ャ
ー
等
一
者
五
百
六
人
を
出
し
て
い
る
。
こ
一
た
被
害
者
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
+
分

に
よ
る
交
通
事
故
が
多
発
す
る
傾
一
の
う
ち
二
輪
車
に
よ
る
事
故
が
凶
一
法
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

向
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
七
月
一
二
欝
を
超
一
え
、
死
者
三
入
金
扇
車
一
一
百
点
、
円
相
場
の
急
激
な
上

十
一
尽
か
ら
八
月
二
十
日
ま
で
の
一
重
に
よ
る
露
で
あ
る
。
て
ミ
ス
七
夕
と
一
一
一
界
に
よ
り
影
響
受
け
て
い
る
中

一
か
月
館
、
夏
の
交
通
事
故
査
一
平
塚
市
交
通
安
全
対
策
協
警
一
輪
車
パ
レ
ー
ド
一
小
八
条
を
対
象
に
、
六
月
か
主

運

動

が

行

わ

れ

る

。

一

で

は

、

子

供

の

交

通

事

故

防

止

、

一

一

一

別

融

資

な

ら

び

に

智

子

補

給

制

度

市
内
で
は
、
一
月
か
ら
六
月
一
二
過
労
運
転
・
無
謀
遼
転
の
造
放
、
一
夏
の
交
通
事
故
防
止
蓮
動
に
先
一
を
設
け
た
。

十
二
日
ま
で
に
四
百
五
存
の
交
通
一
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
一
立
ち
、
増
加
傾
向
に
あ
る
一
一
輪
車
一
験
資
限
度
額
は
一
千
万
円
i

ま

事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
し
て
一
着
用
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
皆
さ
一
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
と
、
七
一
た
特
別
磁
資
に
か
か
わ
る
利
子
補

こ
の
事
裁
で
死
者
三
人
、
重
軽
傷
一
ん
も
交
通
事
故
の
加
害
者
に
、
ま
一
月
十
九
日
に
ミ
ス
七
夕
を
迎
え
て
一
給
率
は
、
支
払
っ
た
初
子
の
二
分

一
二
撃
パ
レ
ー
ド
再
う
こ
と
に
一
の
一
と
な
っ
て
い
る
。
一
で
に
市
議
工
課
長
係
(
内
線
五
一
一
億
五
千
九
百
七
十
万
円
三
共
工
事
請
負
金
額
二
億
九
千
一

一
な
っ
た
。
一
申
し
込
「
語
、
九
月
一
一
一
十
日
ま
一
五

O
)
へ

。
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る
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一
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緩
喝
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詩
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む
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請
負
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閉
一
億
五
千
六
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円
万
円
一
工
事
諮
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億
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(
委
仕
状
、
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等
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書
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F
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築

造

工

一
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社

一

マ

第

三

者

(

前

記

以

外

の

お

山

)

一
事
案
六
月
定
例
会
が
六
月
一
二
害
震
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
亙
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
一
事
(
機
械
設
備
そ
む
一
)
工
事
T
i
t
i
s
i
l
l
i
-
-
-
1
一
印
鑑
そ
持
参
↓
窓
口
で
一
見
事

一
日
か
ら
六
月
二
十
日
ま
で
の
日
程
一
関
係
法
令
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
一
②
平
塚
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
一
雲
喜
一
億
九
千
四
百
万
円
一
九
千
五
百
万
円
一
に
記
入
(
請
求
書
を
く
わ
、

一
で
僚
か
れ
、
条
例
の
一
部
改
正
ゃ
一
伴
い
一
部
改
正
し
た
も
の
。
一
害
者J

一
株
式
会
社
日
立
製
作
所
一
の
補
正
予
算
を
一
章
一
四
く
)
↓
誇

一
工
事
請
負
契
約
の
警
を
十
一
議
会
の
議
員
、
そ
の
他
悲
喜
一
宝
護
義
務
の
締
結
}
ナ
毒
素
通
り
線
シ

3
ピ

ン

一

一

問

い

合

わ

せ

は

、

市

民

議

一

一
回
議
案
が
上
相
官
口
れ
可
決
さ
れ
の
職
員
の
公
務
災
窓
口
補
償
等
に
積
一

e

花
護
団
ケ
〆
抑
止
幹
線
築
造
工
事
そ
一
グ
モ
ー
ル
整
備
工
事
(
そ
の
ニ
一
今
回
の
補
正
予
算
は
、
間
滞
補
一
窓
口
係
(
内
線
一
二
三
)
へ
。

一

た
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れ

で
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、

主
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概

要
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す

る
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五
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工
事
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負
金
額
一
億
二
一
工
事
諮
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金
額
四
億
八
百
万
一
助
の
内
定
に
伴
う
も
の
や
当
面
必
一
i
l
i
i
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1
1
1

一
知
ら
せ
す
る
。
一
②
一
平
塚
市
立
幼
稚
園
の
喜
一
室
、
一
千
五
百
万
円
東
鉄
工
業
株
式
会
一
門
員
ゐ
喜
重
尚
喜
一
婆
と
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
補
正
一

{

条

例

の

一

撃

さ

一

学

校

歯

科

医

及

び

学

校

薬

裂

の

一

社

横

浜

支

局

一

体

一

措

置

を

講

じ

て

い

る

。

…

境

界

確

定

立

ち

次
の
雲
君
、
い
ず
れ
も
翌
公
務
災
喜
曹
関
す
る
条
例
一
会
議
長
ポ
ン
プ
場
重
工
一
・
東
海
道
本
湿
り
線
シ
ヨ
ツ
ピ
ン
一
こ
の
襲
、
一
堂
計
で
は
、
一
会
い
の
お
競
い

一
事
選
議
了
工
事
譲
受
義
一
グ
モ
ー
ル
整
備
了
一
事
(
そ
の
こ
)
一
補
正
額
が
九
千
五
百
六
十
六
万
四
一

i
l
-
-
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
j
i
l
l
j
i
l
l
i
t
-
-
i
一
千
内
と
な
り
、
既
定
予
鉾
と
含
む
一
市
で
は
、
道
路
台
核
整
備
の
た

了
主
〉
修
易
一
ゃ
、
周
辺
農
地
に
悪
影
響
を
与
え
一
せ
る
と
、
予
翼
賛
同
百
九
十
五
、
道
路
、
水
路
等
の
官
民
境
界

品

会

号

ダ

J

て
一
る
よ
う
な
警
に
は
、
転
用
語
一
四
億
一
千
五
百
六
十
六
万
四
下
円
一
筆
書
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

一

難

で

あ

る

。

一

と

な

っ

た

。

一

関

係

地

主

の

万

に

は

、

は

が

き

農
地
を
、
駐
車
場
や
留
品
村
田
臨
場
一
こ
の
た
め
、
臨
岡
地
転
用
の
許
可
一
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
一
で
ト
臼
前
ぐ
ら
い
ま
で
に
、
立
ち

に
し
た
り
、
物
震
を
建
て
た
り
す
一
を
取
ら
ず
に
転
倒
し
、
周
辺
農
地
一
衛
生
費
の
ご
み
の
収
集
経
費
で
、
一
合
い
臼
を
ご
連
絡
す
る
の
で
、
ぜ

る
な
ど
農
地
の
目
的
以
外
に
使
一
や
農
業
用
排
水
路
等
に
悪
影
響
を
一
資
源
有
価
物
の
市
場
相
場
が
急
落
一
ひ
ご
協
均
い
疋
だ
き
た
い
。

開
閉
す
る
と
き
は
、
事
前
に
手
続
き
一
与
え
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
一
し
た
た
め
、
緊
急
交
付
金
を
計
上
一
マ
笑
施
期
間

7
月
お
日
か
ら
詑

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
一
農
地
の
転
用
計
調
が
あ
る
と
き
一
し
た
。
一
月
ま
で

で
、
市
鋭
化
謁
整
反
域
で
は
県
知
一
に
は
、
事
前
に
農
業
委
員
会
事
務
一
労
働
費
で
は
、
失
業
対
策
重
三
マ
区
域
東
八
犠
一

J
R
一一丁

事
の
許
笠
宮
受
行
、
市
街
化
区
域
一
局
農
地
係
(
内
線
三
一
一
一
七
)
へ
ご
一
を
七
月
い
っ
ぱ
い
?
終
了
さ
せ
る
一
日
目
、
一
一
了
一
則
、
同
い
〕
自
の
全
域
お

?
は
幾
業
萎
員
会
で
届
け
出
を
受
一
拘
談
を
。
一
た
め
、
八
月
以
降
の
事
業
費
を
滅
一
よ
び
凶
之
{
丹
、
真
土
の
一
部

還

さ

れ

な

け

れ

ば

、

告

が

で

き

一

な

お

、

妻

転

用

者

に

は

、

豆

替

え

一

芸

そ

の

他

の

量

に

つ

い

な
い
。
一
状
閥
復
の
措
震
が
と
ら
れ
る
。
ま
一
教
合
韓
国
で
は
、
北
部
学
校
給
食
一
て
は
、
常
肯
定
申
請
に
よ
り
行
う
。

た
だ
し
、
悪
化
調
整
区
域
で
支
農
業
者
年
金
な
ど
に
支
障
を
一
諮
問
議
室
ボ
イ
ラ
ー
棟
の
喜
一
問
い
合
わ
せ
は
、
語
録
管
理

は

、

周

波

の

状

況

、

特

に

農

地

が

一

き

た

す

の

で

、

ご

注

意

を

。

一

課

境

界

禁

止

係

(

内

線

8
0一一)

集

沼

化

し

て

い

る

よ

う

な

場

所

一

へ

。

パ
イ
ク
に
繁
る
と
ぎ
は

七
月
五
日
か
ら
、
銀
行
自

転
車
(
ミ
ニ
バ
イ
ク
)
に
乗

る
と
き
に
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

壱
着
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
。

一
一
銭
早
に
よ
る
交
遥
事
故

は
、
死
亡
事
故
に
つ
な
が
る

危
険
性
が
高
い
。
安
全
速
度

を
守
っ
て
、
交
通
安
全
を
心

掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

老
朽
化
の
た
め
全
語
改
修
を
し

て
い
た
同
国
鉄
平
塚
飯
沼
口
こ
線
機

が
完
成
し
、
七
夕
ま
つ
り
を
ひ
か

え
た
七
局
二
旬
、
開
閉
湧
叫
が
行
わ

れ
た
。新

し
い
こ
線
橋
は
、
大
磯
織
に

六
討
寄
っ
た
場
所
に
設
議
さ
れ
、

金
問
問
屋
根
付
き
で
、
長
さ
八
十
七

M
川
、
傾
倒
M
制
。
北
口
、
再
開
臼
の
両

側
と
も
扇
状
の
階
段
入
口
と
な
っ

て
い
る
。
外
観
は
、
伊
一
烹
踊
り
子

号
を
あ
し
ら
っ
た
白
と
グ
リ
ー
ン

の
ラ
イ
ン
が
入
っ
て
い
る
。

とき

て
い
る

c

〈
〉
一
離
法
捧
相
談

7
月
口
日
(
木
)
、

7
月
白
白
(
火
)

8
月
7
g
(
木)、

8
月
日
日
(
火
)

予
約
制
(
電
語
で
も
可
)
、
日
時
1
同
時

〈
〉
帯
設
、
佐
粍
謝
盤
相
談

8
月
8
日
(
金
)
、
日
時
3
日時

。
住
宅
暗
殺

7
月
日
日
(
大
)
、
日
時
3
日
時

心
一
融
市
民
格
談
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
ロ
時
ま
で
、
日

曜
・
祝
日
は
除
く
)

八
〉
品
鱗
生
活
相
談

7
月
刊
日
(
金
)
、
訪
日
(
金
)
、
8
月
1
日
(
金
)
、

O
手
》
5
寺

1
ロ
除

{
1
E日

八
〉
下
鵠
叡
引
一
栂
談

7
月
日
日
(
木
)
、
日
時
却
分
3
同
時

。
定
例
年
金
縁
談

8
バ
M
臼
(
木
)
、
目
時
1
日
時

〈
〉
一
発
幌
考
軍
特
許
棺
談

8
月
4
日
(
月
)
日
時
、
ー
日
時

脇
陣
少
年
総
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
ー
-
一
階
)

日制

j
七
一
一
一
'
一
一

月
t
、
合
曜
日
9
時
1
同
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

心
暗
み
ご
と
同
地

4
1
ン
ダ
テ
レ
ホ
ン
4

お
i
七
八
一
一
一

O

月
3
土
曜
日
9
時
1
四
時
却
分

議

役

会

館

お

j
一一一一一一一一一一一

心
心
配
ご
と
相
談
醤
週
月
曜
日
、
日
時
3
日
時

。
母
手
相
談
毎
週
月
3
金
曜
白
、

9
時
F13
日
時
加
分

。
家
庭
児
童
相
談
毎
週
R
t金
曜
日
、

9
時
i
M
四
時

。
高
齢
者
磯
蟻
議
談
毎
週
月
5
金曜両国、

9
時
泊
分
3
話
時

土
曜
日
は
立
時
ま
で

。
一
描
人
相
両
親
極
月
第
3
木
曜
日
叩
時
3
日
時

。
一
老
人
相
談
毎
週
火
・
木
曜
日
(
た
だ
し
、
祝
白
田
場
合
は

悼
み
て
午
前
回
時
i
u
時
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歳 入

市

市

そ の

歳出

土木驚

教官

箆生愛

総務費

衛生寅

諸 支出金

公債費

消防費

E量得水産業費

R第三ζ 愛

予備費

緩会

そ の

市へのご意見や要望、苛時などがあった

ら、お気軽にお出かけを

⑧ 7 J'il7El (水)
.14日寺 ~16時金自公民館

⑧ 7 Fl24臼(木)
• 14時~16時間崎公民館

• 19時~21時ふじみ野自治会館

⑧ 8F12113(氷)
・ 10時~12時城島公民館

• 14時~16時 下島営農センター

仇..移警綴晃oめや拘撃絞費

348傍'2，397万戸) 168億 2，043万円 176億 4，321万円

70億 2，860万 円 63億 368万 円 前世主8，072万円

4億 7，539万 I") 2!;意9，827ノヲ円 3世話 911万円

671宮6，210万ド 38憶 6.864万円 48億 4，851万 円

H意7，277万円 1億 4，458万 1縫 285万 円

9. 557_}3!-'1 9，522J:fF[j 8，249万円

5.851万円 5，8531:iドj 5 797フ:JP'J

2，67675 ドl 2，645万円 2.474万符水産物地方1f.fJ売。市場事業

総合公樹用地取得事業 13億 8，S18JJP-J 13{宜8千 518万 円 13イ志8，518万円

告人保綴[災諜事業 54{，意3，202万円 49t意9，268)]fEJ 50億 2.610万円

病院事業会計 50綴2.764万内 481輩7.808万河 48綴 7.5817]1弓

合 計 憲 436万汚 8111露7.022万河 8211憲6.809万湾

昭和16ott~r生 O) r'Î i のマ?汚Tれはどうなっているのだろうか。皆さんか

ら納められた税金をねー効に活問するため、 一般家主主と同じように、

いろいろとやりくりをしている。そこて、税金がどのように使われ

といるのかをお知らせするため、年 2[~]ì広報紙で「市の財政2 尤況の

公表」を行っている。今回は60年君主の 般会計を中心に財政状況を

お知らせする。詳しいことは、総務部財政課(内線353) へおたず

ねを G

き主洛環境づくり

重工ケ揖宅鐙設事業 意8，942ノJ内

陸上競技場整備事業 (60~61年度継続 5億6 < 3287IfI] 

今活道路整備事業 J 3億 8，244万円

都市ドホ路整備事業(喝u灯、持際、践は'なA宇嬢9，271万戸j

公共ド小道愁備事業 67億 6，210ノJ一円

こみ焼却処E聖路設整構事業 (60~62年度継続 2億8.285万円

宇高社社会翠費主主主づくり

社会福社基金拠出金

障害者(児)扶助費

苦人関係扶助費

生活保護扶助費

タ三重量関係扶助著者

国民健讃{呆険事業

老人保健底捜事業

消防舎増築事業 (60~ 五2勾度継続)

教事警文化査票宅建づくり

松原小学校舎新改築事業

神日付、学校校舎新改築事業

大野ノJ.'芋校校舎新改築事業

大原小学校庭内運動場新築事葉

大野

横 I内勾中学校校会罰i以以手葬互業

境内中学校庭内運動場新築事業

金旧公民館新改築事業

ィ色ノム公民館新L官製事業

車葦済環境づくり

5.000.l.:JF9 

5億 9，489万 内

5童6.744万円

14慎重9.847751弓

8穣 42L日f"J

70意2，861王f円

54億 3.202万円

Jj意4，000万円

2億 6.855万 円

4最重2，7951IP=j

3i意2.622万 円

減量 263万円

9，657万円

7億 8，817JJfTj 

2億 3.129万円

曹 305JJF可

2法上587ljf'J 

お谷パ ルロ ドショッピングモール整備事業 2濯 4.0'1l}j円

中小企官金融.n境事業 3億 2.089万円
.術軒t総史是l毛総見 f法人奇も窃語合母絵)ぬ9争冷9呈潟語fド汚r守3 七夕まつり潟↑律委託料 3，503万 円
~ ~鱒聾室液E量欝普芳癒雷事綴珪 F玉発号 9 軒締考{付、すI〆イ余鈴曜掻苦苦捻告) 農村総台整嬬(モテJレ)事業 9，675万 円

必ず話8!P'j
侵害都市計量密事見 7.{)呈

[.fJ体常 f地改良総f奇怪備事業 2fJf6，415J.iP-i 

*議実主税 総書符 事事前義霊室づくり

e 市まご消費総 点王 真!日当jU崎線香芝情事業 1倍 570}i門

b 喪主石語教美算税 丹 金神志議整備事禁 2.380万円

、終初土地縁将校 前向 下花ノk梼架替事業 5，117Jjfl] 

@プ7ス宅誌 ?宮内 太匂メ1，話線整備事業 3f意3，653万 円

灘壁苦手116五年若乃求湾夜0)人人で繋iまi 八幡補 i-:.悼線繋犠事業 3イ岩3，389JjF:J

1f~ '~í 丘、幸ι深f五年恵イ

7発 (二七) 8守 (ニ土〉
守f柔 6n寺から 98手まで

黙す話会争事務室意義守広主審

@妻子菜、果実、草草子、苧づくり品

天城湯ヶ島町の特漢語弘、地3語、その他

※けさの場行は、 盟t 野菜と巣実の朝Cl'jを罪悪

く打 7Hものら 10g寺まで。

①紡災コーナヅく相談と消火器の無料戸

字会

①苧づくり官霊感の事事重量 7月 21日(fj)ま で

に、地域っくり d泉市民生活係(内線 263)

-̂， 

5，530/Jr弓



機
的
空
を
吹
き
と
ば
し
、
夏

の
訪
れ
を
告
げ
る
間
刷
物
詩
。
平

塚
七
夕
ま
つ
り
。
は
、
今
年
も

7
月
4
臼
か
ら
8
日
ま
て
前
十
塚

駅
嗣
周
辺
の
東
海
道
本
通
り
商
庖

街
を
メ
ー
ン
会
場
と
し
て
一
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

人
昭
和
お
年
、
縄
開
業
猿
面
開
策
の

い
一
つ
と
し
て
一
始
め
ら
れ
た
七
夕

一
ま
つ
り
も
、
数
多
い
思
い
出
を

山
残
し
な
が
ら
回
室
里
ね
、
今
年

品
交
第
お
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

描
新
装
と
な
っ
て
初
め
て
の
七

山
タ
ま
つ
り
と
な
っ
た
紅
谷
パ
i

一
ル
ロ
i
ド
、
そ
し
て
七
夕
ま
つ

4

ス
り
許
ア
と
問
符
に
シ
ヨ
ツ
ピ
ン

磯
グ
モ
ー
ル
化
事
業
に
着
手
す
る

4

た
め
、
今
ま
で
の
飾
り
付
け
は

最
後
と
な
っ
た
東
海
道
本
通
り

簡
底
街
。
新
し
く
、
お
ま
つ
り

広
場
と
し
て
市
民
フ
ラ
ザ
前
に

特
設
さ
れ
た
。
七
タ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
ス
テ
ー
ジ
H

な
ど
、
話

題
も
い
っ
ぱ
い
で
し
た

メ
ー
ン
会
場
の
豪
華
な
竹
飾

り
が
並
ぶ
一
角
に
、
幼
稚
園
幽
児

た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
綴
い
を
こ

め
て
大
事
に
作
っ
た
竹
飾
り
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ス
テ
ー
ジ
で

の
若
者
た
ち
の
躍
動
、
七
夕
総

お
ど
り
パ
レ
ー
ド
な
ど
、
。
問
見

る
七
夕
。
に
加
え
て
d

毒
事
如
す

る
七
夕
v

へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ

る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

子供たちをおとぎの控界へ

紡災教雪量

や
、
公
共
施
設
に
設
置
し
て

あ
る
。災

害
時
に
お
け
る
情
報

は
、
こ
の
紡
災
無
線
の
ほ
か

小
学
佼
町
民
に
あ
る
地
域
拠
占

基
地
(
市
内
二
十
五
か
所
)

か
ら
も
伝
達
さ
れ
る
。
こ
の

地
域
拠
点
墓
地
に
は
、
災
害

発
生
と
同
時
に
、
そ
の
地
区

に
居
伎
す
る
市
の
職
員
が
配

属
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
地
域
の

皆
さ
ん
へ
憐
報
を
伝
え
る
。

そ
こ
で
、
係
自
主
紡
災
組

織
で
は
、
情
報
段
の
方
を
中

心
に
、
情
報
を
叫
甘
さ
ん
に
伝

え
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た

一
人
一
人
が
情
報
伝
達
の
方

法
や
、
地
域
拠
点
基
地
の
場

所
な
ど
を
、
再
確
認
し
て
い

た
た
き
た
い
。

F

一
ぬ
れ
自
由
型
、
平
泳
、
背
泳

づ
一
問
幻
自
由
盤
、
平
泳

。
ト
一

7
g体
穣
回
小
学
生
夜
討
リ
レ

ヂ
，
山
一

i
、
団
体
対
抗
リ
レ
ー

~
メ
一
マ
申
し
込
み

7
月
幻
日
(
水
)

μけ
…
ま
で
に
見
附
合
体
育
舘
内
体
育
諜

悼
¥
一
(
電
話
お
上
一
…

0
五
七
)
へ

教

育

委

員

会

で

は

、

書

公

民

一

な

ぎ

な

た

教

室

一
体
高
で
、
ふ
れ
あ
い
婦
人
体
一
体
育
課
で
受
付

+
づ
く
り
教
室
長
関
く
。
一

口問問

9
月
6
日
か
ら
日
月
凶
一
手
塚
な
ぎ
な
た
協
会
で
は
、
仕

臼
ま
で
の
毎
週
1
回
(
前
半
は
土
一
ぎ
な
た
教
室
を
品
開
く
。

濯
丹
口
、
後
虫
は
火
稜
門
口
全
日
以
日
山
)
一
マ
期
日

8
月
7
門口、

8
月
刊

・第
1
コ
!
ス
午
前
9
時
初
分
一
日
、

8
月
幻
日
、

8
月刊
ω
臼

ー
初
日
吋
刊
分
間
山
人
一
・
待
問
問
午
前
日
山
時
1
ロ叫吋

・第
2
コ
ー
ス
守
前
川
山
田
吋
回
分
一
マ
会
場
日
比
附
ム
口
武
道
場

隊
…

1
m以
昨
日
山
人
一
マ
対
象
市
内
在
住
の
小
、
中
、

棟
一
マ
会
均
金
旧
公
民
館
体
立
山
一
高
校
生
お
よ
び
一
般
の
男
女

務
一
マ
講
約
東
海
大
学
体
行
ア
部
専
一
マ
申
し
込
み

7
月
白
日
ま
で

r

M
一

任

世

界

抑

一

教

育

長

討

員

会

体

育

課

(

等

品

川
U
i
t

隊
一
マ
参
加
資
係
市
内
在
付
の
婦
人
一
一
一
一
心
六
ひ
)
へ
。

中
一
門
v
申
し
込
み
印
鑑
と
場
宮
口
保
険
一

全
対
ハ
百
五
十
円
を
雲
の
一
つ
↓
ぇ
、
一
小
学
校
の
ブ

ト
一
本
人
が
喜
申
し
込
み
を
。
一

i
ル
を
開
放

力

一

マ

受

け

付

け

一

・
日
時
し
0

月
5
河
川
(
土
)
午
前
一
教
育
委
員
会
で
は
、
夏
休
み
印
刷

9

符

一

一

問

中

、

小

学

校

ブ

ー

ル

を

間

開

放

す

@
場
所
市
役
所
一
物
館
3
階
研
修
一
る
。

宅

一

マ

期

間

7
月
幻
日
か
ら
8
月
白

閉
山
い
ん
け
わ
せ
は
、
市
教
青
委
員
一
日
ま
で

災
害
湾
の
情
報

市
で
は
、
防
災
無
線
(
広

報
無
線
)
の
整
請
を
進
め
て

い
る

G

し
か
し
、
屋
外
ス
ピ

ー
カ
ー
の
た
め
、
周
囲
の
額

音
や
建
築
物
、
風
向
き
な
ど

に
影
響
さ
れ
や
す
く
、
ま
た

屋
内
に
い
る
と
き
な
ど
、
特

に
聞
き
と
り
に
く
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
放
送
玄
関

く
た
め
に
戸
別
受
信
機
を
、

各
自
主
防
災
級
織
の
会
長
宅

お姉ちゃんガンパッてミス七夕の蔦槽さん、ヨ宇津志ん、金津さん

く

屯

開催問 S月22臼(金)、 8F.!26B (火)

コース 市役所 (8: 50) ー邸主書館{市制50周年映画上映) ノてイロット筆記

具資料館 平塚球場 白寿荘(昼貴) 粗大ごみ破砕処理場一連藤原一般膳棄

物最終処理場 七回峠市役所解散(16: 00) [無料}

-資格 内1i:1.主の親子と家族

・応募方法 往復はがきに、重参加者全員の住所、氏名、年齢(学年)、電話番号

と希摂日を記入のうえ、 7月25日までに申し込む。ただし、各先着50名
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一後 7時 30分

ヨ天順延 8月 3日 (日)

領様)11河口、詩書南潟主義、

jj旦は交通規制が行われ、大変混

同車でのご来場はご遠慮を
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冠王奪事n:rをきて

を
募
集
し
て
い
る
。

込
み
を
。
な
お
大
会
種
目
、

は
、
表
の
と
お
り
。

マ

意

義

室

内

に

円

一

そ

の

地

区

(

地

反

体

育

振

興

会

出

…

一

位

)

か

ら

出

場

す

る

こ

と

③

八

/

一

間

援

司

、

偶

人

戦

と

も

市

内

花

作

↑

一

i

者

と

す

る

③

中

学

生

以

下

は

参

一

一

門

け

か

ら

一

加
で
き
な
い
③
何
回
鈎
健
競
伎
一
六
ふ
一
日
ま
で
に
一

へ
の
央
あ
は
1
入
1
競
伐
と
す
る
一
完
成
し
た
抽
出
築
物
を
対
象
に
、
建
一

⑤
慾
画
自
が
選
手
を
兼
ね
る
と
き
一
築
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
募
集
し

は
、
選
ア
と
し
て
規
定
人
員
内
で
一
て
い
る
。
締
め
切
り
は
、
七
汀
二

申

し

込

む

一

!

?

日

(

水

)

ま

で

。

マ
申
し
込
み
沼
体
戦
は
各
地
民

ご
と
に
取
り
ま
と
め
申
し
込
む
。

個
人
戦
は
樽
同
協
会
ま
た
は
体
育

ーν
z

t

j

話包

埼

場

場

一

z

広

撃

場

応

ブ

何

判

的

時

ツ

射

ン

球

場
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館

弘

議

引

脊

校

一

原

一

庭

進

出

場

高

背

一

校

場
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学
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勢
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山
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台

中
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台
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時

ム

リ
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中

庭
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件

間

楊

民

立

一

立

附

塚

山

暗

附

民
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南
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故
山
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ヌ
と
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一
芯
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災
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夏

註一一げる

~

4

一

問
い
会
わ
せ
は
、
市
建
築
指
導
一

課
(
内
線
1

円
。
九
)
へ
。

一

七

四

)

へ

。

・

午

後

の

部

す

コ

:

一

マ

利

用

で

き

る

者

的

む

九

九

一

一

学

校

校

お

よ

び

議

校

の

小

学

生

甘
L

パ
〉
よ

fa

一

レ

ル

引

出

。

ふ

山

川

1

一

ス

紛
Hm

マ
利
用
方
法
各
子
供
会
単
位
に

前

沖

ハ

山

る

哨

川

一

一

j

利

用

す

る

。

いい

W

I
創
出
川
一
一
呂
町
立
町
出
向
浜
高
校
の
体
育
政
官
訟
を
一

V
問
い
合
わ
せ
地
ぽ
の
子
供
会

汚
ヘ
い
崎
山
叫
に
…
一
同
開
放
し
て
、
テ
ニ
ス
教
室
が
問
問
か
一
ま
た
は
教
育
委
員
会
悼
育
課
(
電

h

d

う

J

5

1

;

↑

九

山

担

叩

紅

一

川

台

一

一

れ

る

。

一

話

泣

一

一

一

O
六
〈
)
)
へ
。

け

川

い

出

。

。

、

一

マ

日

程

8

月

2
日
か
ら
8
月
コ
一

抗

日

直

M
比

U

U

U

一
一
行
ま
で
の
丹
、
水
、
議
日
(
と
あ
る
く
会
構
会

ど

京

で

っ

き

亡

に

花

ぃ

一

m

M

)

一

平

塚

あ

る

く

会

で

は

、

七

月

間

的

や

が

か

と

レ

時

の

一

一

F

!

?

ニ

t

t

F

一

弁

入

場

J

へ
い
2
1
y
パ
ー
て
時
間
同
ノ
後
3
時
1

5
時
一
会
を
開
く
。

に
0

十
ぜ
る
に
強
間
と
さ
一
[
〉
会
場
問
問
立
高
浜
高
校
テ
ニ
ス
一
一
〉
期
日

7
月
初
日
(
臼
)
降

火

る

火

あ

附

恨

の

を

人

く

。

一

一

花

ヴ

花

の

再

開

山

水

太

た

と

一

コ

ー

ト

一

水

確

率

却

が

以

と

の

と

き

は

7
月

J
V
2
T
③
ゆ
①
⑨
⑦
一
一
マ
募
素
人
員
初
人
(
高
校
生
は
一
幻
口
(
日
)

-
Eく
)

一

マ

集

合

場

所

3
2前
8
符
に

な
お
、
納
税
に
便
利
な
口
座
主
マ
参
加
費
無
料
(
た
だ
し
ボ
1
平
室
主
要
駅
行
き
パ
ス
索

替
制
度
や
納
税
貯
蓄
知
円
台
が
あ
る
一
ル
六
百
八
十
円
)
一
り
嶋
崎

の
で
、
ぜ
ひ
お
閉
山
を
。
一
マ
申
し
込
み

7
月
れ
汀
(
月
)
一
マ
コ
ー
ス
平
塚
厚
木
煤
ケ

問
問
い
合
わ
せ
ば
、
市
収
納
諜
管
一
か
ら
受
け
付
け
る
。

7
月
一
討
ま
一
谷
不
動
尻
広
沢
幸
温
泉
七

(
内
線
一
一
八

Q
へ
。
一
で
に
県
以
内
向
浜
官
同
校
事
務
室
(
竜
一
沢
担
智
子
伊
勢
潔
i
t
平
塚
(
従
事

一
言
ウ
四
一
八
)
へ
所
定
の
用
一
約
o
o
J
)

一

紙

芸

し

込

み

売

す

交

通

費

一

千

一

百

五

十

円

一

マ

持

参

す

る

も

の

弁

万

、

水

箆

子
供
を
対
象
に

少
年
少
女
水
泳

大

を

開

く

平
塚
市
農
業
経
醤
士
会
で
は
、
一
山
吹
町
3

手
四
川
市
中
央
農
業
協
同

小
学
生
を
対
象
に
、
う
年
も
農
家
一
組
合
組
合
員
諜
内
電
話
お

支
一
の
一
体
験
学
習
の
希
望
者
を
募
集
す
一
一
一
五
五
内
線
一
c
m
出
)
へ

川

一

る

。

た

だ

し

、

昨

年

の

参

加

者

は

一

!

i

l

l

i

t

-

-

i

青

心

年

の

健

全

育

成

在

[

目

指

し

一

均
一
六
時
間
を

8
2日

(

さ

か

ら

一

所

得

税

第

一

期

k
b剣

山

内

吋

年

三

尚

一

員

8
日

(

金

)

ま

で

一

分

の

ぬ

期

で

す

一

管

理

部

門

(

電

話

n

l

m

問

。

一

マ

品

8
月
百
(
日
)
午
前
一

封

一

幸

男

容

施

設

霊

農

家

、

一

f

一

O
)
へ

。

一

8
誌
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
一
営
業
時
間
期
を
警
官

航

一

言

滋

室

農

家

、

震

襲

、

酪

一

申

告

書

聖

一

問

分

の

第

一

組

定

資

産

税

の

納

期

一

一

マ

会

場

浜

争

中

学

校

コ

ブ

ー

ル

一

国

鉄

平

塚

駅

旅

行

セ

ン

タ

!

で

!
一
農
農
家
(
い
ず
れ
か
一
つ
選
択
)
一
宮
、
七
月
三
十
一
日
で
あ
る
。
一
一
一
珍
し
い
筆
記
用
具
が
展
示
し
て
一
マ
参
加
護
軍
皇
宮
小
一
は
、
震
の
塑
季
、
宿
泊
券
な

料
一
マ
喜
一
千
円
(
一
警
護
料
二
期
警
に
納
税
し
て
い
於
た
き
た
…
七
月
は
、
固
定
資
産
税
第
一
一
期
一
あ
る
パ
イ
ロ
ジ
ト
筆
記
良
資
料
鋲
一
学
校
4
年
生
か
ら
中
学
校
3
言
一
ど
、
旅
行
に
量
な
す
べ
て
の
き

4

U

守
対
象
小
学
校
5
年
生
お
よ
び
一
ぃ
。
語
、
振
替
納
税
易
黒
…
の
納
期
で
あ
る
o

七
月
一
二
十
一
日
一
で
は
、
七
月
一
土
日
か
ら
八
月
一
で
②
間
違
白
は
小
学
校
区
単
一
つ
議
室
長
っ
て
い
る
。
ま

2
一
6
年
生
別
人
(
先
着
煩
)
一
あ
る
の
で
ご
利
用
を
。
…
ま
で
尺
お
近
く
の
金
融
機
関
へ
一
一
一
一
土
日
ま
で
の
夏
休
み
期
警
一
位
富
治
会
、
子
供
品
一
挙
、
ま
た
一
ぺ
裏
に
よ
る
指
定
券
の
申
し

出
矧
一
マ
受
け
付
け

7
月
幻
日
一
問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
税
務
署
一
納
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
公
開
す
る
。
ぜ
ひ
ご
来
場
を
。
一
は
体
同
閥
横
目
協
会
開
廷
の
少
年
ク
一
込
み
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
な
ど
も

4
m
一(木)、

7
月
日
日
(
金
)
一
i
l
i
l
i
-
-
j
l
l
i
i
i
l
l
-
-
一
マ
夏
休
み
間
期
間
中
の
休
館
日
一
ラ
フ
で
編
成
す
る
こ
と
③
お
歳
一
受
け
て
い
る
の
で
ご
利
用
を
。

立

一

マ

申

し

込

み

産

主

は

喜

一

ま

ち

づ

く

j
h労
者

表

彰

そ

…

8
5
5金
7
8
3
H一
以
上
の
責
任
者
が
付
き
添
う
こ
と
一
な
お
、
八
月
十
五
日
ま
で
営
業

一
で
平
塚
市
農
業
経
常
士
会
(
八
重
一

4

3

…

E
、
お
よ
び

8
月
刀
打
一
マ
伺
人
種
目
一
時
間
州
事
二
時
間
延
長
し
、
午
後
七

P

1

8

f

1

i

f

1

i

1

1

i

f

1

i

1

1

t

f

1

b

f

1

i

f

A

y

a

-

-

、

…

毎

年

六

月

に

行

わ

れ

て

い

る

ま

一

量

墾

口

が

、

霊

さ

か

ら

将

一

(

土

)

の

島

市

了

小

学

童

子

の

部

、

女

子

率

一

時

ま

で

行

っ

て

い

る

。

浦
欝
輔
欝
鱒
鵠
轍
鱒
想
輔
醐
鶴
に
自
治
会
に
振
り
込
ま
れ
る
。
単
「
真
上
地
阪
の
寝
た
き
り
若
人
一
ち
づ
く
り
月
間
で
、
シ
ヨ
ツ
ピ
ン
一
棄
を
受
け
た
。
一

V
パ
イ
ロ
y
ト
主
量
料
館
一
皆
目
白
型
、
平
泳
、
背
一
郎
一
問
い
合
わ
せ
は
、
霊
平
塚
駅

審
議
翻
畿
藍
幾
麟
畿
繁
務
豹
縁
襲
撃
艶
議
離
佼
自
治
会
当
た
り
平
均
五
万
一
一
千
(
二
十
人
)
や

A

人
暮
ら
し
老
人
一
グ
モ
i
ル
の
整
備
で
活
舗
を
一
新
一
マ
ま
ち
づ
く
り
功
労
者
表
彰
て
所
従
平
塚
市
一
ぬ
げ
自
由
培
、
む
泳
?
(
ラ
ス
カ
ー

間

帆

鑑

金

の

紗

く

え

内

山

川

UH--自
治
会
し
引

A
V日
訪
日
間
礼
町
一
り
日
汚
点
目
パ
川
町
向
性
拠
出

J
E
u
u
t弓
一

号

川

一

中

学

生

克

子

の

ご

子

の

部

二

ハ

一

(

一

O
)
へ。

窓

口

に

一

本

化

さ

れ

、

収

益

金

は

使

い

た

い

。

そ

れ

に

、

若

人

会

の

一

分

い

州

出

い

州

出

増

み

問

が

山

山

さ

れ

て

い

る

の

で

お

答

え

す

べ

て

自

治

会

に

人

る

の

で

、

市

旅

行

に

も

役

立

て

る

つ

も

り

。

ま

一

3

0

0

0

8

8

コ

一

i

M

m

m

m

叫

担

附

す

る

に

は

一

円

も

人

ら

な

い

。

今

ま

で

た

、

そ

れ

以

外

も

皆

さ

ん

と

相

談

一

翰

~

曲

目

町

江

崎

5

質
問

4
Z宅
各
種
箆
体
主
資
源
資
源
ご
み
の
凶
収
を
し
て
い
た
同
し
て
」
と
話
相
し
て
お
ら
れ
る
c

一

言

1

1

2

5

t

一

戸

引

ご

み

の

郎

収

を

し

て

い

た

が

、

今

宮

、

自

治

会

と

よ

く

f日
い

専

に

つ

い

て

も

「

若

人

に

と

っ

一

時
剥
吋
二
世
後
は
で
き
な
い
の
か
。
分
別
収
集
早
朝
相
指
導
等
に
ご
協
力
を
。
て
は
、
抽
出
説
法
の
一
つ
で
も
あ
る

配

岬

れ

品

川

州

、

可

も

の

は

事

実

に

な

る

の

収

益

金

の

使

い

送

山

一

絡

に

立

つ

F
2史
、

罫
t
k
・

な

内

む

、

力

f
品
会
の
役
員
の
K
M
と
も
籾
し
く

‘
四
七
」
県
野
恥
答
四
丹
、
五
月
実
施
地
日
悼
の
貨
基
金
の
使
途
に
つ
い
て
、
真
な
れ
て
う
れ
し
い
。
ま
た
、
ご
み

地
富
花
真
中
波
線
ご
み
の
実
積
は
、
合
計
五
否
問
士
レ
ジ
ャ
ー
菜
闘
機
の
ス
テ
!
シ
を
出
し
に
く
る
地
域
の
人
と
も
話

先
月
昇
品
、
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
十
八
ト
ン
あ
り
、
間
百
一
一
一
十
九
万
ヲ
ン
で
指
導
し
て
い
る
、
真
と
苦
し
が
で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
i
シ
ョ

に
、
新
し
い
ご
み
の
分
別
収
集
に
円
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
四
人
会
会
長
の
宮
地
静
江
さ
ん
と
平
ン
の
輪
も
拡
が
る
」
と
註
記
さ
れ
て

つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
和
賞
月
分
は
五
月
に
、
五
月
分
は
六
月
井
米
子
さ
ん
に
訪
ね
て
み
た
。
い
た
。

。ハスケットボーJレ

く〉ハレボール

帯剣道

。ソフトボール

事射摂

oボワリンク

争 軟 式 縫 球

争柔泣

くケ〉向事ムポ

争ハドミントン

。卓球

。サッカ-

O際!:競技

く〉テニス

.，F. 討に

手

i亙

害車420号(5) 

S 策問い合わせ

。プロ野球イースタンリーグ
8 i J 7 1) (本)1別手 火作 i 

8 }j 1311 
8 }j15! 1 
包)1l6U ( 

<>iI草校野球甲子言語予選
7 }j131 J (! 1) ~ー 27í I (!1) 

く〉高校野球軟式空襲大会
7 f:l2Hl1 () J) 
7月29fl(火)

'"家主求.tJ;出33-.1166

i
午

雨

替と

会主審期

策会場周

韓宝?るι

仏師

会!商務会式平塚深場

呂月 1S働午後 5玲 3自 分

縁日少年野球
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才女ソフトポーノレ

8A  l!'l(金)-:3怒(臼)

金場平場球場と帯民スポーツ広場

問い合わせ体育諜電話 31-3060



門出

2
第
十
七
回
長
選
蒸
気
襲
車
一
也
(
平
塚
め
ぐ
み
幼
)
、
高
橋
こ
一
マ
特
選
久
保
星
空
花
水
)

湾
問
写
生
会
の
入
賞
者
が
決
ま
っ
た
。
一
ず
え
(
土
産
幼
)
、
小
宮
裂
枝
一
マ
入
選
柏
套
真
一
埋
子
、
間
一
崎
害

一
一
イ
開
作
品
展
は
、
七
同
月
十
七
日
か
ら
七
一
さ
き
と
り
幼
)
、
金
阿
国
竜
彦
、
一
(
以
上
花
水
)
、
せ
ん
さ
い
あ
さ

立
月
二
十
三
日
ま
で
、
市
役
所
喜
一
事
室
、
か
や
ぬ
ま
な
お
こ
了
二
重
)
、
潜
水
ま
り
、
井
上
空
間
平
塚
市
害
関
か
れ
、
了
教
育
委
員
会
賞
菱
重

お
問
中
山
1
ル
に
農
一
市
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
(
以
上
な
で
し
こ
幼
)
、
小
林
や
一
た
け
し
、
福
井
凶
悪
丁
(
松
が
丘
)
、
こ
の
ほ
ど
入
賞
者
が
決
ま
っ
た
。
一
マ
工
芸
の
部

網
開
表
彰
式
が
七
月
二
十
一
日
に
市
役
一
す
と
(
一
東
中
原
幼
)
、
宍
戸
別
刊
沙
一
内
田
幸
治
(
富
土
克
)
、
送
枠
美
〈
敬
称
略
〉
一

a

市
農
大
賞
湯
浅
志
子

擦

問

所

で

行

わ

れ

る

。

な

お

、

入

賞

者

一

(

幸

町

)

一

(

真

冬

、

相

原

洋

(

横

内

)

、

杉

三

五

の

部

了

市

長

賞

中

J

村
ミ
エ
一
門
、
住
所
、
氏
名
、
霊
蕃
琴
を
一

開

は

次

の

と

お

り

。

〈

義

母

一

門

事

警

雲

箆

一

山

富

(

章

、

今

井

亮

太

郎

・

市

康

一

大

賞

影

山

光

治

一

議

長

賞

笠

野

喜

子

一

望

す

る

害

外

在

住

吉

、

一

時
{
幼
幾
灘
、
係
務
畿
の
部
〕
一
マ
特
選
宣
膿
エ
リ
カ
(
松
が
忌
)
)
一
(
八
幡
)
、
山
梨
俊
弘
(
城
島
町
)

e

市
長
時
県
杉
谷
恵
一
一
・
教
育
委
員
会
賞
土
屋
光
発
一
勤
務
先
等
を
併
記
す
る
一

問
一
〉
特
選
た
さ
き
た
か
ゆ
き
(
な
一
マ
入
選
わ
き
ま
ゆ
こ
、
ひ
ら
の
一
{
小
学
校
3
年

ぬ

髭

@

議

長

賞

松

林

友

行

一

マ

絵

画

、

彫

刻

の

部

一

一

一
で
し
γ

あ

)

一

ゆ

き

、

平

野

真

由

美

(

以

上

八

一

マ

入

選

ま

き

の

ひ

と

み

(

花

@

教

育

委

塁

蚤

古

川

彰

一

二

巾

燥

大

賞

石

井

出

品

信

一

七

夕

竹

縮

工

一

一

寸

入

選

鈴

木

傑

人

(

白

喜

一

機

)

、

重

香

季

、

杉

山

久

美

豆

、

太

喜

美

、

後

藤

邦

彦

マ

重

量

一

室

主

是

正

則

一

ヱ

一

房

を

擦

く

で

市

民

ブ

ラ

サ

ヂ

六

一

一

一

二

九

堂

、

小

磯

一

派

、

そ

が

さ

え

こ

一

子

(

以

上

松

原

)

、

き

く

ち

は

な

二

世

な

で

と

、

西

山

真

弓

・

重

大

賞

宮

喜

一

誤

差

需

由

利

一

一

軍

襲

撃

警

護

の

で

以

上

平

向

ハ

初

)

、

か

し

わ

ざ

た

一

え

(

潜

)

、

後

藤

彩

平

石

原

)

@

市

長

後

宮

貯

蓄

で

教

育

委

員

養

宮

入

芳

夫

一

七

夕

ま

つ

り

の

竹

を

一

使

っ

て

、

一

絵

筆

慾

開

か

ゆ

き

へ

さ

な

だ

幼

)

、

ル

院

議

総

一

ご

)

〔

小

学

校

4
年

の

懇

二

議

官

民

安

佐

野

圭

零

一

一

七

夕

竹

総

了

一

工

房

付

鋭

か

れ

る

。

一

ふ

品

問

7
月
幻
自
〈
、
ι
7
ロ川幻月一

言
(
喜
桜
ケ
丘
幼
)
、
神
保
雅
二
審

22〕マ
富

市

川

英

帆

(

附

随

)

一

i

l

l

l

i

i

一
マ
警

7
2日
(
会
)
か
ら
一
{
務
長
七
五
エ
ヱ
緩
急

F
L
》

3
章

二

戸

海

F
Z
F
?男
開
問
均
一
7
月
初
日
(
火
)
ま
で
一
憲
議
〕

警
揮
官

3

4門
付
絵

5
4ム
噛
間
三
壌
綴
誠
司
一
・
時
刻
午
前
山
時
1
午
後
6
時
一
七
夕
ま
つ
り
に
書
し
た
け
を

一
門
〉
会
場
市
民
プ
ラ
ザ
一
使
い
工
作
す
る
。
ま
た
、
青
少
年

教
事
宵
委
員
会
で
は
、
夜
民
文
三
動
、
込
五
日
一
高
得
工
房
(
指
導
者
に
よ
り
一
縫
全
育
成
の
た
め
の
パ
ネ
ル
壌
を

「
変
の
部
」
の
作
品
を
募
集
し
て
一
マ
締
め
切
り

7
汚
幻
日
必
着
一
E
作
が
で
き
る
)
、
震
示
、
災
演
一
鶏
く
。

い
る
。
ふ
る
っ
て
ご
量
を
。
一
マ
あ
て
元
一
一
五
平
塚
市
浅
草
マ
一
な
お
、

i
E竹
鉱
工
ア
イ
テ
一
八
露

7
5一
7
7月
習

マ

卒

俳

句

革

、

主

主

9

-

平
塚
市
教
育
委
員
会
社
一
ィ
ア
コ
ン
ク
ル
議
く
。
車
工
章
、
氷
室
援

し
て
3
旬
ま
で
)
一
会
教
ダ
諜
(
内
線
五
七
回
)
一
希
望
者
は
、
九
月
三
十
白
ま
で
に
一
各
地
廷
の
公
民
館
で
学
ん
で
い

短

歌

警

護

(2Eじ
)
一
寸
苦
言
葉
発
表
の
本
人
一
一
員
y
ラ
サ
へ
申
し
出
を
。
ま
た
一
る
グ
ル
ー
プ
の
作
口
開
演
。

e

川
柳
暢
気

(
3匂
ま
で
)
一
自
身
の
作
品
に
よ
る
②
商
尚
一
ご
一
山
山
口

mmの
竹
山
雪
希
望
さ
れ
る
J
H
H他
了
羽
田
町

7
弓
は
ヨ
1
8ヨ
5
臼

詩
現
代
持
(
喜
一
と
に
別
の
は
が
き
を
使
用
す
る
一
七
月
一
千
言
ま
で
に
長
フ
一
ブ
一
{
号

5
2
}

マ
応
募
用
紙
官
裂
は
が
き
(
諒
一
③
か
い
き
L
F持
に
議
く
③
が
一
ザ
(
電
話
お
し
ハ
二
一
一
九
)
へ
。
一
水
点
字
!
マ
に
し
た
会
員
の
一
作

目詩

i
L
絡
先
警
の
作
諮
問
援
募
集
一
時
日
刊
誌
下

ー

一

線

の

保

全

総

に

対

す

量

一

蛙

ま

た

は

勤

務

先

、

霊

童
J

を

一

家

襲

安

薬

品

議

選

一
識
を
高
め
よ
う
と
、
緑
化
主
主
語
し
、
率
重
山
詩
的
9
一
議
、
替
な
ど
、
会
員
の
ι

乍

一

芸

空

一

重

す

る

。

一

1

平

塚

市

公

霊

的

謀

議

一

品

約

五

十

点

を

票

す

る

。

1

8
湾
問
門
口
一
円
V

テ
ー
マ
①
摘
出
苧
r

由

民

献

が

官

民

り

一

円

へ

。

了

間

期

間

8
月
M
6
1
8月
訪
日

ト
る
も
の
③
緑
化
の
推
進
お
よ
一

び
保
全
意
識
が
一
両
ま
る
も
の
③
一

市
民
の
木
「
く
す
の
き
て
市
民
一

の
花
「
な
で
し

7

こ
を
広
く
普
及
一

で

き

る

も

の

一

マ
応
募
資
格
市
内
花
住
、
伝
一

勤

、

を

喜

一

円v
応
募
規
定
①
作
口
問
は
l
人
2
一

芦
以
内
②
l
昨
日
初
字
以
内
一

マ
心
募
方
法

Q
d
月
日
弓
(
上
)
一

ま
で
に
、
宵
裂
は
が
き
で
、
住
一

所
、
氏
名
、
年
齢
、
雰
校
名
と
学

(6) 

民
間
や
公
共
争
壊
の
出
開
発
に
作

い
、
発
協
調
廷
が
わ
わ
れ
た
成
果

を
紹
介
す
る
第
一
十
一
一
一
沼
平
塚
市

史
料
渓
が
開
か
れ
る
。

マ
期
目

8
M口3
け
い
(
口
い
)
か
ら

8
河
川
凶
行
(
け
)
ま
で

弓
…
間
同
午
前
9
時
1
午
後
7
時

(
日
間
終
円
れ
は
午
前
中
)

マ
会
場
中
央
公
民
館
2
階
よ
ャ

ラ
リ
ー

マ
、
一
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部之室哲の富霊童書前i塞磁力、ら

発事寵された縄文土毅

安 ~VV..--. 子(守

軒金重量Z1童
、i棒伊吉立希:穿清

久、て草事例年世 CE日
保門奈さの子し崇
沼田々お吾容(三埼
主豊中 、り〕以
(寄添( よニ誼小
以代田横 八膿

委で嘉5 轡雲民
こと粟 F' 'V'V~華聾
)み康、入管~~~て

J美菅選選 3堂内
E歪佐原 綬 田

窪子美小里~!e 
令市相沢 tE2主子

高至芸;咋
志向 r1: .~~~f 8: 
で本~陶)
しひ、矯

第 420警警

ら号8月日程

※ 万 部 長 塚 市 営 住 宅 1日 15日 291 

海 宝 寺 5日 19臼

淡援活公民館 5 a 19日
※田村ちびっ子広場 6 a 20日

域島公民銀 7 a 21白

※縄崎公民館 7白 21日

夜余田公民館 8日 22日

土屋小学校 12司 26白

楽吉沢公民館 12日 26臼

※松延小学校 13日 27臼

金百小学イ吏 14臼 28日

※みずほ小学校 14臼 28臼

・障害設時間 13時30分~14時30分 淡印は15

5寺~16日寺

'雨天のときは中止とな る

小 量克・文学

立たちはi古代へ掬ぶ 三枝和子

事のなかへの旅 中村真自f~

生活が始きになった 友部人

女 と警のニ ιーヨーク 宵本実智子

認しながら考える 矢内!s，{1jti"F

アンダルシア讃歌 大内務実

土色球の 角から f主jjす>>

翼買縫 ・ 生主，古

セーヌを眺めながら 弘原秋生

土手な越作戦改訂版沼田部

生活科子会 設業実

宇土議科学 。 その他

人間が人;好きだ 波辺文政

町並み・家並み事典 青田桔

{司会という所 中山下夏

美 貌 な れ 、 ニソボン 限 ~H祐介

会事心者ダンス教室

社交ダンスの基瞳そ学ほう。(全 9回)

・期日 8 日 3 日 ~9 月 28日 毎選出曜日

・時間 10時~12時

対象青年男女、各30人

会申し込み電話かご来館そを

会体舘自 都島月曜日

会曹世年金調

〒 2545曳関町12-41 麓酷32-7029

古書喜重宮101号警等書記念特JJIJ差是

「林O)f!.主きものたちJ
雑木林に生息グる;、動物心究活を、見虫や

馬を中心に揖"、する。なお、口市研究のヒン

トカ号制のっている[対掃を版る ι定。

・期間 7 J-115il (火) -._ 8月30日(上)

ども出 特別展d、宰(入場日出)

会重主体みの燃費費量幸罪悪

食 7月四日(火) ~8 月 30日(土)

ー参考室(指定諸宗!l73席)、貸出室

火~金曜日 9 時~17時50分

j仁、日噛日 9 時-~16時50分

咽こども室

火~臼曜日 9時~同時50分

会議室(臨時学習席40席)

火~日曜日 9 時~16時間分

す竜安 富霊 会

(;_)) 7 .F120詔{日) 10時、 14時 3隅ホーjレ

「錦貯平次Jカラ - 1時間29分野村胡堂

原作の帆面化。江戸八自八丁にまき起こる?圭

事件そ、軽快な足と天才的な頗脳で解き明か

す大)11橋蔵の平次。

会こども殺菌会

。8月 10呂〈日) 10時、 14時 3輔ホーん

「すばらしい主連アントニ ノJカラー 1時

間分 スベインの児塗映酷。父を亡くした

8載の男の子アントニートは、母とニ人でマ

ドリードという都合で暮らすことになる。

合体競詰 毎週丹噛臼、月末

食盟百欝家宮 〒制捜時前12ー叫宮署費量31-0415

セプラネタリウム

「璽の夜の惑星{まな GJ
この変は、惑濯が屋空の引金になりそうだ。

この素閣を紹介する 9 投家三時間は、汁問。

観覧券 (100円〉は、当日 9時から発売する。

。水、木曜日 14時

r.君臨 II 14日寺、 15日手30ラ土

・口嘩日 日時、 14時 30分

女体重宮E支 持j屋月曜日、月米

公博物麓 "F1出 発問 町12 判費量轄33-5111

古豪晃子陶芸芸教室

親子て陶掠を作ろう。(全 2阿)

o !VHl 7 fj20H Ul)、 8}j3 f-J (l j、
B'."fli) 13時 -15開

a 材料費 1，000戸j

'吋含史 料よ20紹

すおもしろマンガ教室震

マンカ山主主暁をまう口(全 3回〉

伽 7fj 31[1 (母、) ~8 月 2 日(封

。 11手Ml 13宮寺予

'持参よるもの えんびつ、サインベン(中、

l、)、 30'Jものさし

町~l 小ヲ校 4侍~中(芝生 20人

女体験全学号車毒文ニ色著書を作ろう

家 電 文 日 鰐j・を期ji))土普母をイ乍り、 1竜文0)

界に迫ってみる。

ー見守 8 fj 6い (，久)、 11 fj 7 fj 木)

4 時間 l()時~.1611 'f

・吋象 躍とヂ〈小アキ交 5匁三生以心 2人

l忽1て 2f3rHJ示切て3るh 10終i
。締め切り 7 Jj2;)lJ 多数のときは拍せ人

合還をる会

博物館f])'W連続で、躍 iヵ、らアゼツコ天体を

眺める〈 参加自[¥1-，、当日は、 1 ~IWf ↓ r 新円、に

才たまりを。

ノ、火濯、七j習を見ょう

7 fj24 H (/千二) 19fi手♂えっバ)づy

ijと惑尽か見ょう

ぉ(合 1開 じ 時

寸 J業主のJD'ιとを見ょう

合尽 JJ26t【(金)日'1-'即時

公担研究ヰ懇談会

み 研 究 について、ちん、市夫、

民俗、美ィ点f 守物地問、天文の符什肝心学

カミ、官ヌーのつくり力やまとめ村:誌に

る。

間 fl 7 !J25H 令)、村f1221i (金)

.i1今問 1()11干、子

↑衿手Lγヂセ三'

f虫こぶを作る忠たちJ

川 コ 時 示日 17日付)l13日子30汁~16件

各講@rlj 薄友重久(都ぷ高校)

すE当然観察入門言語筏

室内での話と、野外指導で/、重勿の生懇親

翠σ〉方法を宇ぷ。

・対象 小ゼ校 5勾斗以上 30ノ¥

描申し込み 7 H18f-iまでに千円笈はがきて。

どちらか l口を希望するときは、希望けを

明記すること p 多数の ζ きは 抽せん

「クそを縮尺ょうj

e 日時 7月23fJ 水) 9時分~四時

・講師新海栄氏(東亜クモ学会)

「アリを調べようJ
・円持 7月24H 木) 9 時30分~16日与

・講師 酒井春彦氏(太井町立大井小守校〉

会長化石を毅べよう

白熱観事入門講属。層と大磯閣の日イl二

石を観察する。(問ヲミ申よ上)

-期日 8月12目、 8J113日、 8月15日

・骨5問 9 fJ-与---161弘子

・場所 大幡町虫程、プミ二磯町西ノト鶴、博物朗

・対象 小学校 4年生以 t
勾申し込み 7月31日までに性揮はがきてつ

多数のと与は、抽せんで30人。



日覇軍'J接輔]対離は生後 6か月-24

か月未満の幼児。原則として開業医

摘院で受ける。主拍Eまとご相誌を。

61年度は、第 1

と母子韓麗手

・料金無料

{擁盟諸委譲]対象は 2麓 (24か月)

-4識までの幼児。

開 第 1期(3回〉 接撞間開は 2田

3回とも 3週間-8週間

融 第 2期 [1回) 第 1期の 3[朗自

が終わってから 1年以上 2年 6か

月以内に受ける。なるべく 4繭ま

でに掛了ずるように。

7月23El 中 庫 公 毘 曲 、 金 目 公 民 鵡

翼夜間崎公民館

7月 24白 神 田 公 民 曲 、 ※ 金 旧 公 民

鯖、滋域島公民轄
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ま
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7月 22日 片i尚南自治会

7月23日 片岡北自治会

7月24日広州自治会

7月 25司、 26日

7月26臼真日

7月28白木出自治会

7月29日
7月30日

8月 1日

8月 2日

8月 4日

AaJ 

才っし、才コし、

Y 
言聖 書j守口罷( ) 

ノT後 6時受付

ところ浅間緑地

(中央公民館北側〕

雨天のと替はZ工員露中学校体菊童書

9月品目(土)

午 後 1時 30分 -3時柑分

日時

と

中央公民館ホール会場

主糧平塚市膏年間協議会

平塚市青年フェスティパル実行番員会

議員事作家錫挑沢喜井史民

入場無料{当日先着700名まで)

問い合わせ平壌市中央公民館34-2111
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月
H
日

ま
で
の
聾
丹
Z
回
(
土
曜
日
)

・
時
間
午
桂
1
時
1
5
時

マ
会
場
平
理
市
福
祉
会
館
ア
ス
タ
ー
ル
部
(
電
話
回
一
一
一
七

守
畳
講
資
幡
市
内
在
住
で
印
縄
以
内
七
)
へ

上
の
方

ヤ
申
し
込
み
先
平
塚
市
福
祉
会
舘

{
電
語
回
一
ヨ
一
三
一
ご
)
先
着
踊

人
胞
で
流
行
運
れ
の
も
の
、
シ
ミ
争

時
れ
の
あ
る
も
叩
等
は
受
け
付
け
な

い
。
な
お
、
大
型
家
具
鎖
等
は
、
登

融
由
形
で
受
け
付
け
る
。

マ
眠
売
8
月
9
日
(
土
)
、
8
月

刊
日
一
川
)

・
時
間
内
?
前
日
時
jS午
後
5
時

守
会
場
い
ず
れ
も
梅
出
血
6
階

飽和8寸年ア舟守 58

初
心
者
を
対
象
に
、
手
話
通
訳
者

を
聾
成
す
る
字
詰
講
習
会
が
開
か
れ

る。マ
日
程
8
月
5
臼
か
ら
8
月
四
日

ま
で
の
氏
、
金
曜
日
(
全
8
田
)

・
時
間
午
前
日
時
1
日
時

マ
金
場
平
理
市
福
祉
会
館

マ
申
し
込
み
先
市
福
祉
総
輯
課
更

生
掴
祉
探
(
内
組
一
一
一
一
一
)

…
お
年
寄
り
の
茶
道
を

平
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

お
年
寄
り
目
茶
道
講
座
を
開
く
。

観
光
や
ハ
イ
キ
ン

グ
に
来
る
人
の
ご
み

が
、
松
岩
寺
バ
ス
停
付
近
に
捨

て
ら
れ
て
お
り
、
美
観
上
ま
た

衛
生
育
聞
か
ら
も
好
ま
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。

以
前
に
比
べ
れ
ば
少
な
く
な

っ
℃
い
ま
す
が
、
ご
み
の
持
ち

帰
り
を
、
さ
ら
に
徹
底
し
て
欲

し
い
と
患
い
ま
す
。

〈
工
戸
沢
山
山
盟
議
第
氏
〉

J
ト

h
t
u

ご
み
の
持
ち
帰

j
一

ペ
ー
;
ー
一
ど
り
に
つ
い
て
は
、

立
て
単
調
桜
や
広
報
紙
な
ど
で
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ハ
イ
キ
ン
グ
に
訪
れ
る
人
の
中

に
は
不
心
得
議
刀
も
い
る
よ
う

で

t。
そ
の
た
め
、
地
元
の
ガ

や
行
楽
に
来
ら
れ
た
方
に
大
変

迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
シ
ー
ズ
ン
中

は
、
草
刈
り
や
、
ご
み
の
清
掃

お
年
寄
り
ゃ
障
害
が
あ
る
方
の
手

助
け
を
し
よ
う
と
す
る
方
を
対
象

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
が
開

か
れ
る
。

マ
日
割
程
7
月
四
日
、

8
R
1
日、

8
月
5
目、

8
月
6
日

マ
時
間
午
後
1
時
却
分
3
4時
却

分
マ
会
場
平
揮
市
福
祉
会
賠

マ
内
容
体
験
学
習
、
施
設
見
学
等

マ
申
し
込
み

1
月
回
日
(
金
)
ま

で
に
電
話
か
は
が
き
で
、
住
所
、
氏

広
島
に
原
揮
が
投
下
さ
れ
た
8
月

6
日
午
前
8
時
日
分
、
長
時
に
眠
揮

が
投
下
さ
れ
た
8
月
9
臼
午
前
日
時

2
丹
に
、
原
岬
珊
死
没
者
の
め
い
福
と

世
界
の
恒
久
平
和
の
確
立
を
祈
念
し
戸
国
際
平
和
埠
奇
必

J

一
え
、
国
際
的
揖

て、

2
分
間
の
黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら
野
を
深
め
よ
う
と
、
世
界
の
絵
本
属

れ

る

。

が

開

か

れ

る

。

マ
期
間

7
河
口
円
(
木
)
3
7
月

白
日
(
火
)

・
時
間

h
T
前
刊
時
1
午
後
7
時

(
最
終
日
は
午
栓
3
時
ま
で
)

マ
会
場
市
民
フ
ラ
ザ

マ
内
容
世
界
刊
か
国
の
絵
本
等
の

揖
市
と
即
売
、
市
内
山
手
づ
く
り
蛤

本
の
会
内
枯
木
民
ぷ

平
嘩
市
消
費
者
の
舎
で
は
、
不
用

品
の
即
売
会
主
グ
品
開
く
。

マ
受
け
付
け
8
m
7
日
(
木
)
、

8
月
8
臼
(
金
)

・
時
時
午
前
日
時
3
午
挽
4
時

た
だ
し
、
動
植
物
、
黄
金
属
、
婦

ごみは必ず持ち帰ろう

、
古戸・

」由

を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

何
と
い
っ
て
も
大
事
な
こ
と

は
、
一
人
一
人
が
ご
み
を
捨
て

な
い
こ
と
で
す
。
ぜ
ひ
、
自
分
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

の

ご

み

は

持

ち

帰

り

、

お

互

い

〈

商

工

諜

〉

に
清
潔
で
気
持
ち
の
よ
い
観
光
臨
市
へ
の
ご
要
議
、
ご
意
見
等

や
ハ
イ
キ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
は
、
お
気
軽
に
市
広
報
課
広
聴

に
し
た
い
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
係
(
内
線
三
五
五
)
へ
。

重曹420警

零;どザ パス樽松岩寺のパス持合所

門

v
H搾

8
月
日
日
か
ら
日
月
間
臼

ま
で
の
笹
沼
2
3
3
同
(
全
羽
田
)

時
間
午
偉
6
時
It--uo
時

T

、
会
場
ド
山
川
一
尚
仁
会
議
所

門
V

世

講

料

万

円

守
申
し
込
み
7
円
引
日
か
ら
受
け

付
け
る
。
8
月
1
日
ま
で

ι平
塚
商

工
会
議
所
(
電
話
田
一
一
五
一

O
)

へ。
平
塚
市
史
民
俗
調

笈
報
告
骨
曹
を
発
売

こ
の
眠
ど
、
旭
地
戸
の
年
中
行
事

や
缶
承
な
ど
を
ま
と
め
た
民
俗
説
査

報
告
書
が
完
成
し
尭
売
を
は
じ
め

た
。
ま
た
、
地
地
区
の
報
告
書
も
尭

刊
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ご
利
用
を
。

マ
発
刊
場
所
博
物
館
内
市
史
掃
さ

ん
M
m
(

電
話

m
l五
八
四
一
一
一
)

マ
平
塚
市
史
民
悟
調
査
報
告
番

2

鷺
田
、
関
崎
一
千
二
百
円

3

土
盟
、
吉
沢
一
千
三
百
円

4
l金
宮
、
金
田
l

一
千
四
百
円

5
地
一
千
三
百
円

目出年
4
月
か
ら
間
出

番
館
が
一
電
算
化
を

図
書
館
て
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
j
を
凶
る
た
め
、
昭
和
六
十
二
年

間
円
か
ら
業
務
を
電
算
化
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

こ
の
電
算
シ
ス
テ
ム
は
、
国
議
館

資
料
の
貸
し
出
し
、
返
却
を
は
じ
め

資
料
管
理
な
ど
の
業
務
処
理
を
行
一
つ

も
の
。
利
用
苔
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

保
護
す
る
た
め
、
利
用
者
コ
ー
ド
は

独
自
な
も
の
と
し
、
図
書
館
以
外
の

ν
ス
テ
ム
と
は
結
は
な
い
。

な
お
、
電
算
化
に
伴
い
、
六
十
一
一

年
四
月
か
ら
図
書
舘
利
用
券
が
変
わ

る
。
新
利
用
#
の
交
付
手
続
ぎ
を
行

う
の
で
、
お
忘
れ
な
く
。

犬、'ねこ(J)逝盟親密
捨て犬、捨てね

こによるのら犬、のらねこの増加と、犬、ね

こによる危r存を防ぐため、今回も次の日程で

いらなくなった犬、ねこの巡回明容を行う。
当日、

7
受
け
付
け

7
月
日
日
か
ら

マ
場
所
図
書
簡
(
電
話
出
i
O四

一
五
)
、
移
動
図
書
揺
あ
お
ぞ
ら
号

〈
敬
称
略
〉

7
社
章
構
社
義
金
へ
・
河
野
洋
平
先

生
科
学
技
捕
庁
長
宮
就
任
祝
賀
会
実

行
書
員
会
一
万
七
千
二
百
六
寸
八

円
、
澄
名
七
百
1
八
円
、
平
離
飲

食
庖
倍
臨
(
株
)
代
表
取
締
投
開
口

怪
嗣
十
万
円
、
職
員
歌
子
八
百

六
十
五
円
、
環
壇
商
金
業
務
宙
開
日
号

車
山
間
輝
昭
他
2
名
一
千
六
百
二

円
、
見
間
金
三
万
一
千
八
百
八
十

五
円
、
林
嵐
頑
居
二
千
十
二
円
、

平
塚
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ピ
ル
名
高
会

ご
一
十
万
二
千
八
百
五
十
円
、
匿
名

一
一
一
千
円
、
熊
沢
武
司
五
千
円
、

(
有
)
二
階
堂
酒
庖
八
千
七
百
六

十
円
、
市
川
革
克
一
千
一
一
一
昨
一
一
十

一
円
、
中
丸
宇
治
八
千
四
百
四
十

九
円
、
中
村
缶
五
郎
(
千
円
、

(
符
)
つ
く
し
看
議
時
家
政
婦
紹
介

所
一
万
円
、
追
分
交
通
肘
語
員
企

同
一
二
千
二
百
八
2
4
五
円
、
湘
南
カ

ラ
オ
ケ
連
合
会
一
一
十
一
万
五
千
一
ニ

百
九
十
五
円
、
匿
名
一
二
千
一
一
百
四

{
七
円
、
蜜
名
一
一
千
八
百
四
十
六

門
、
音
川
ミ
ヨ
シ
一
千
円
、
湘
理

↑
一
万
一
千
七
百
二
千
五
円
、
真
土
地

区
今
墜
南
子
供
会
七
千
五
百
十
八

円
、
つ
も
る
会
落
合
五
千
円
、
太

田
キ
ミ
子
一
万
円
、
立
入
会

千
円

マ
老
人
構
祉
へ
・
躍
崎
輝
夫

二
千
円

円

v

交
通
遺
児
へ
・
平
野
陽
治

一
万
円

「費犬手帳Jを持参のうえ会場へ
お出カ、けを。ねこは麻袋かダンボール箱に入

れていただきたい。

8月 2臼 (土) I 8 J寺9El (ニ七)
9 ; uO 神間公民館 I9 : 00 松原公民館

9 25 大野公民館 I9 : 20 壇賞公民館

9 叩費出公民朗 I9 : 40 花水公民館

10: l() 城島公民館 110:00 富士見公民館

10: 30 金旧公民館 110:30 中原公民館

10: 50 岡崎公民館 110:55 盟公民館

11 : 10 金日公民館 111:15 育沢公民館

同
町
へ
連
れ
て
行
き
ま
し
た
が
、

ど
こ
も
異
常
が
な
い
と
雪
わ
れ

ま
し
た
。
で
も
現
実
に
毎
日
学

校
を
休
ん
で
い
る
の
で
、
途
方

に
暮
れ
た
お
母
さ
ん
は
、

A
君

を
連
れ
て
研
究
所
に
み
え
ま
し

た。
相
談
員
が
A
君
と
い
ろ
い
ろ

話
し
て
み
る
と
、

A
君
自
身
も

熱
と
学
校
宇
品
悼
む
こ
と
が
、
ど

登
校
で
き
な
い
子
ど
も
を
持
う
や
ら
…
関
係
し
て
い
る
み
た
い

っ
て
い
る
殺
の
中
に
、
子
ど
も
だ
と
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し

が
を
校
で
き
れ
ば
問
題
は
す
べ
た
。
で
も
ど
う
桶
関
係
し
て
い
る

で
解
決
さ
れ
る
と
思
一
つ
方
が
い
の
か
最
初
は
A
君
自
身
も
わ
か

ま
す
。
登
校
で
き
な
い
顔
闘
を
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
あ
る

学
校
に
求
め
た
り
、
本
人
が
怠
臼
、
学
校
の
事
で
お
母
さ
ん
に

け
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
厳
し
く
言
わ
れ
7

¥

A
君
は
腹

考
え
て
、
強
く
し
か
つ
て
し
ま
立
た
し
く
、
「
ど
う
し
て
学
校
へ

い
ま
す
。
登
校
で
き
な
い
子
ど
行
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
か

も
と
じ
っ
く
り
つ
き
合
っ
て
い
わ
か
ら
な
い
」
と
言
い
ま
し
た
。

く
う
ち
に
、
原
閣
は
外
に
あ
る
学
校
へ
行
つ
で
も
、
お
と
な
し

よ

り

も

心

の

奥

深

い

い

A
君
に
は
友
だ
ち

宮
隠
さ
れ
て
い
る

F
tヰ

が
な
く
、
ク
ラ
ス
の

と

い

う

こ

と

が

わ

か

静

H
f晶
子

が

自

分

富

寄

っ
て
き
ま
す
。
一
一
一
一
ピ
刊
で
一
選
ん
で
い
る
の
を

A
君
は
高
校
1
年
一
仁
与
志
明
む
見
る
と
、
自
分
が
い

生

で

す

。

務

~

ベ

れ

い

V

な
く
て
も
み
ん
な
に

中
学
を
革
業
す
る
さ
1
3吋一
M
a
F

は
何
の
関
係
も
な
い

ま
で
こ
れ
と
い
っ
た
間
援
も
な
よ
う
に
感
じ
て
ベ
自
分
は
何
だ

く
、
お
と
な
し
い
が
ま
じ
め
な
ろ
う
」
と
わ
か
ら
な
く
な
っ
て

感
じ
の
由
男
の
子
で
し
た
。
官
開
校
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

に
入
っ
て
間
も
な
く
、
較
に
な

A
君
愛
円
学
校
へ
行
け

る
と
熱
を
出
し
、
と
う
と
う
続
な
い
原
腐
は
自
分
と
い
う
存
在

け
て
学
校
を
休
む
よ
う
に
な
り
に
疑
問
を
感
じ
た
所
に
あ
る
と

ま
し
た
。
お
母
さ
ん
は
A
君
の
い
え
ま
し
ょ
う
。

体
が
気
に
な
っ
て
、

A
骨
帽
を
病

く〉民程 7月 18[] (金) 10時 --15時 l駅北口/

7月26日(土) 10時~12時大野公民館、 13時~

15時スーハースズキヤ( 横内)/8ig 9 臼

(土) 10時~15時ダイクマ(平球中郡薬剤師

会 )/8月 12日(火) 10時~15時釈北口

く〉ご協力ありがとうごさいました (6月)

樺製作所30木、大東化学53本、 L古 河 電 工265

本、金呂公民館26本、高村団地26本、東梅大学

493本、城島公民銀26本、量豊田公民館20卒、駅南

口109本合計1048本
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の記言 25護憲 言奇主主毛話，む言去最主し;雪は王点兄話Z8尺 京宅か;主主同2 2今
日手Lいであがが このるん、薬曹己乳、う。つの、)いは、りと同 つ し た う だ な か わ え瀬
か 母 」 、いない とお入。与をし母手しの もとどと、与ふまい崎 た よ ほ し と が た け てに
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日定時計詩吟抗U吉舎をぞぷ務鱗撒;轡ぃ塁ド君主竺ぞれが守主!
でり」こどかう;1)\おでに瀬 I~ こた、こ 古¥r.MWI"11i民間、で町 はもい同次ばがどがお封、大日ぃム
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